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っ
コ
。

rd

の

つ
に
ト
八
慢
の
峨
業
料
介
、
d
が
町
一
る

職
業
紹
介
汀
い
は
、
職
業
料
升
事
業
の
凶
パ
党
政
権
に
よ
る
以
上
1
1／
、
有
叫
ん
い
職
業
料
介
の
応
別
吹
止
を
定
め
る
も
の
で
あ
け
、
こ
れ
そ

11
日
、
行
法
い
お
け
る
当
時
の
戊
品
行
政
機
関
で
あ
っ
た
「
台
湾
行
政
武
門
公
警
は
、
県
市
で
山
科
の
職
業
裕
介
惚
比
怖
を
設
J
7
γ
仏

ム
っ
と
、
に
つ
、

γか
〆
、
そ
の
計
一
司
は
不
t

i

分
な
も
の
で
あ
り
、
語
、

d

く
ど
ん
効
附
に
欠
け
る
も
の
で
あ
っ
ー
三
す
な
わ
ち
、
財
泌
不
足
与

下、
p
m
m
H
h

は
少
数
の
県
山
7

いか
h

一

一M

の
看
板
を
品

γ
だ
け
の
山
主
口
ー
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
〉

の
法
白
か
ら
、

年
料
の
職
業
紹
介
彼
情
、
こ
は
い
一
っ
て
へ

立
き
い
ず
、
役
所
の
引
に
戦
朱
紹
介

当
時
点
失
業
者
は
存
在
し
た
刀

ま
ば
、
社
会
問
題
に
は
日
っ
て
い
な
か
っ
に
。
台
湾
で
失
業
開
訟
が
顕
存
化
ふ
り

2

る
の
は
一
九
瓦
C
年

代
半
ば
以
降

η
J
と
で
為
り
、
一
引
い
叫
ん
党
政
均
怖
と
そ
心
一
は
あ
っ
一
人
官
僚
が
電
h
ニ
ヤ
金
一
一
、
”
に
船
を
給
め
こ
「
｝
守
王
安
産
業
zγ
独
内
7
1

従
来
炉
ら
わ
泣
に
生
ん
で
w

た
人
民
刀
仕
雫
一
ゲ
幸
い
す
、
ノ
に
た
め
、
失
栄
町
山
口
町
四
が
悪
化
じ
た
の
ぺ
υ
そ
の
川
有
国
で
忘
つ

（阪人比羊 C7 '.l !Ci' ](I/ '21)07. '・ 



r児

A

－1
－
代
山
ば
当
日
時
の
台
湾
は
、

農
れ
で
は
川
地
利
人
一
一
問
川
西
が
表

茶
店
街
菜
が
ま
だ

i
分
に
一
定
以
〆
て
い
な
か
っ
と
た
ん
の
、

刻
化
し
、
夫
業
者
は
百
刀
人
を
お
主
る
も
の
と
な
っ

いご
7

1

）
亡
、
震
刊
に
お
け
る
過
剰
人
ー
が
会
迷
に
都
市
に
流
入
：
た
2
1

め

J、
l附

ム「いい心者の
t

又
一
町
、
ー
に
あ
う
た
人
夫
供
給
走
者
や
有
利
職
業
紹
介
主
来
高
が
下
れ
の
周
辺
仏
万
三
時
保

f
o
v
y
p、
当
時
は
よ
く
＝
］
心
問
手
れ
た

と
い

ht
虚
偽
e

誇
白
人
・
不
止
械
は
募
集
条
件
で
行
う
議
業
料
介
、
知
識
五
日
止
の
ぷ
戦
者
‘
労
働
者
。
弱
み
に
川
け
込
ん
C
Z川
三
般
の
千

鋭
利
を
徴
収
「
る
戦
業
紹
介
、
ワ
ハ
｝
妓
り
の
た
け
の
の
職
業
料
介
、
人
j
p
L
U
民
的
約
介
な
乙

し
か
る
に

ぇ
引
は
就
業
安
全
心
理
念
、
三
品
向
け
て
は
レ
た
も
の
の

相
会
経
r

々
か
混
示
し
と
い
た

r仇
旬
、
諸
島
い
れ
、
労
働
者
家
果
、

万
働
者
供
給
事
叫
ー
な
ど
に
対
し
亡
、
有
妨
な
対
策
古
講
じ
る
こ
と
引
で
き
一
ぽ
か
っ
た
－

経
済
自
立
成
長
期
二
九
六
O
年
1
一
九
八
七
年

もー、一）
1

ドi
、ド
l
予
3
サ
入
役
半

j

ノ
（

f
f
l
t
J
F

一
：
、
一
）
一
、
〉

ャパ
i
／

r

、
ノ
ー
す
よ
刀
に

札
仁
一
λ

二
V
け
て
侍

々
に
t

は
げ
の
還
を
た
ど
る
一
、
？
と
に
な
る

J

tiJ 

つ
お
の
経
済
成
長
な
一
記
録
し
、
輸
出
、
輸
入
総
領
一

rJγ
均
仲
ひ
z
f
也
、
そ
れ

rれ
一
一
・
同
%
、

八
凶
%
と
＃
わ
め
て

円
同
い
も
の
乙
な
っ

川
万
一
働
力
の
需
給
関
市
主
が
稔
秘
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
い
九
三
介
の
い
い
ヘ
一
一
の
時
期
で
あ
る
ご

一
、
へ
、

、一
h
A
J

？
｝
ふ
7
J
j山
T
九つ
3ηω

々
七
一
平
に
は
、
結
い
（
十
ん
J

日
円
安
管
制
日
反
則
が
制
り
に
5
札
、
職
業
料
介
は
、
治
安
に
の
傾
U
K
M

札
回
す
ね
な
た
務
：

J

、
、
、
勺
ノ
υ

L

f

／
 

こ
れ
ヰ
町
円
規
ず
る
こ
r

し
か
し
、
そ
の
い
悦
、

労
働
ム
円
一
場
が
労
働
力
過
対
か
ら
分
働
力
ポ
足
の
状
況
へ
こ
転
じ
止
の
に
対
応
し
て
、

丸
八
五
ー
に
は
特
定
借
宗
管
連
川
忠
則
の
改
花
に

よ
り
、
以
来
紹
介
J

は
将
d

疋
業
務
古
九
一
除
外
さ
れ
、
八
百
社
法
ζ

品開業叫ハ
η
己
点
に
ぷ
づ
く
よ
h
終日
H
に
よ
る

J

許可一副
H
4

へ
こ
こ
れ
が
移
行
ず
る

｝
と
に
な
コ

古

u

一人、
Z
L
の

方
で
は

波
山
一
業
に
お
レ
て
は
、
従
来
の
陥
時
上
に
加
え
、
外

し
業
化
か
韮
一
以
ず
る
一
ぱ
か
で
、
引
に
鉱
業
や
林
業
、

"j !,i）、学！o7 ：よ＋（湾j l同［2iil'7.s ' 
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、
出
や
議
員
な
〉
に
よ
る
社
外
が
広
範
ピ
利
用
さ
れ
る
一
o

－
つ
に
な
っ
z
l
h

し
と
の
よ
う
に
、
外
、
引
妥
託
ル
が
送
ひ
な
し
小
芝
、

形
態
と
し
こ
m
R
E
山
を
み
る
い
一
と
に
な
っ
た
の
と
あ
る

J

労
働
者
派
泣

市宇中吹
L
4
v
も、マ庁、り

さ
ら
に
九
八
心

T
代
に
は
、
行
法
で
も
偽
ι
栗
山
首
公
が
間
法
こ
な
る
。

九
八
阿
年
に
労
依
廿
益
法
以
hu
制
乏
さ
れ
、

労
依
者
保
吉
点
を

円
前
と

L
て
退
市
議
主
や
労
働
者
災
害
指
償
金
な
ど
心
規
定
が
設
け
ら
れ
た
ご
；
コ
ピ
た
り
、
へ
一
件
交
が
上

H
し
た
料
収
、
伎
川
者
か
人
件

砦
H
L
V」
抑
山
吋
川
ず
る
や
め
、
請
負
の
形
ペ
ハ
？
を
用
い
て
労
般
者
派
遣
を
七
う
よ
hn

に
は
っ
～
の
が
、

一f
〉
ム
U
E
7

2
r
l
：q
E
l
 

一
九
八
七
年
以
降

百trJJitC)坑制緩和lこ～引＂＇ 15"怖省内遣法制。〉諜甚｛

は
戒
uh介
J

が
解
除
ミ
ル
一
、

労
倒
パ
リ
川
私
心
身
き
が
き
ら
に
切
決
す
る
い
こ
む
た
め
、
川
以
府
約
一
で
も
労
働
者
派
還
、
、
仏
心

制
定
｝
k
r刊
行

み
ら
れ
る
I
う
に
な
る
つ
ま

l

れ
て
を
の

i

刀
で
は
い
辰
務
保
護
古
の
問
題
も
お
：
工
、

パ
ー
斥
費
川
市
は
さ
ら
に
目
加

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
c

そ
こ
で
、

牛
渡
刷
問
点
が
中
国
＼
1
4
流
山
刊
し
、

牛、
TL何
時
唱
が
深
刻
化
し
ん
こ
と
伊
、
つ
、
台
湾
の
祉
会
経
討
は
不
安

専
門
的
知
～
叫
ん
〆
一
身
に
つ
け
た
人
材
い
す
多
数
必
要
乙

L
に
υ

ま

古

円
ノレ
4ノ

終
,, 
,c 
再
υ 

職
業

後
チポ
ブ

る

ヰ，
者！
坦
す
る
りL
i生

阪人ιζ羊 C7 '.l ］（冷＇ ](I日＇21)07 c 

主
刻
J
U
乙十点、える一、

2
に
な
る
す
そ
し
て
、
、
｝
心
問
心
持
僚
と
し
て
は
、
｝
れ
を
次
り
ょ
っ
に
概
括
す
る
一
L

と
が
で
き
る

J

ヘ
労
総
主
派
遣
事
烹

ま
ず
弟

ι二J

才工
~， 

～ 
栓
貸
手レ

削
1』

る
チ宇

め

" 円

1!" 
や
手、
継
，示

、
十人

ツ

「で
ノ＼
ぷト、

雪
竹
い
え
グ
：
正
」

ラ
1
2
4〈
ぷ

／

」

／

こ
れ
ら
の
わ
十
九
応
業
け
、
大
嵐
広

hprujpつ
つ
た
め
に
、

の
技
術
仲
間
以
外
の
栄
治
分
野
に
お
い
て
も

今
後
忠
脱
す
る
f
と
が

y
想
さ
れ
る
市
町
汀
十
齢
者
の
一
庶
民
就
業
対
策
も
大
き
な
代
会
問
忍
と
な
一
ノ

h

一、
7
u
一
入
社
公
粍
済
や
労
働
者
心

怪吋刊
4

一Z1
1

州
心
変
化
の
な
か
で
、
労
働
者
一
点
道
事
業
は
、
企
業
の
ニ
ズ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
流
選
さ
札
る
労
鍛
者
仰
の
－
一
文
に
J
3

一
札
立

合
致
す
る
も
の
ζ

）
て
、
局
加
し
に
U

っ
た
の
で
あ
る
ハ

公
政
部
門
に
お
い

ι応
二
に

出
・
地
力

i
J

ケ



r児

問
し
れ
ず
、
こ
れ
j
ご
の
行
政
組
終
ャ
制
度
の
士
れ
わ
ノ
方
、
汗
政
と
同
封
と
の
関
係
主
リ
を
扶
志
的
に
HmJy
問
、
℃
剥
1
7

一
九
日
行
政
ン
ス
ネ
品
主
格

日間
A
Fる
必
裟
刊
が
ハ
同
士
一
っ
た

J

、
」
の
た
め
、

九
九
人
r
け
ー
に
は
ノ
十
政
院
に
政
制
改
造
一
一
全
日
公
が
誌
萱
さ
れ
、

行
政
組
織
の
門
純
、

J、
l附

f~ 

つ
い
亡
具
体
的
な
卜
h
v
灯
、
計
担
ヰ
付
則
定
守
る
寺
、

J

の
染
五
に
取
り
組
む
こ
ノ
↓
に
な
っ
七
ロ
ぞ
う
】
〆
た
方
策
の
つ

と
L
て
、
労
偶
者
派
遣
に
！
け
門
小
集
ま
っ
た
の
で
あ
る
口

そ
し
て
h

川市今♂一に、

一山〕

就
業
服
務
法
り
析
し
い
解
釈
が
や
げ
ら
れ
る
ハ

九

ι団
司
、
行
政
院
労
委
員
会
は
、
労
働
昌

J

れ
迭
の
杭
業
収

務
法
れ
尽
の
門
洩
に
つ
い
C

次
の
よ
ろ
な
併
釈
を
明
ら
か

L
F
る〈

一世＋れいヰ有が

労
働
者
を
治
人
に
派
遣
し
、
当
該
他
人
の
桁
明
暗
命

へJ
r
L

山川さ
H
了
、
引
い
益
デ
↓
戸
寸
司
令
口
三
円
に
お
い
と
、

業
者
と
vY問
者
と
の
仰
に
厚
旧
民
係
が
ん
d

行
れ
は
、

リ
力
働
将
派
泣
に
該
当
せ
ず
、

山
山
内
務
伝
一
f
H
久市
〈
一
計
円
砂
川
）

L
Y

－－
 

こ
れ
を
反
対
解
刻
す
れ
ば
、
ぷ
苔
と
労
働
者
し
し
の
聞
に
泌
川
市
民
間
怖
が
F

日甘かー

九
三
思
川
市
す
る
一
」
と
に

ず
る
場
ム
門

（

γ力
働
高
派
辺
）

就
来
仰
門
引
か
出
川
比
一
人
い
う
輸
業
約
介
に
は
該
当
せ
ず
、

同
法
の
処
Uイ
礼
的
M
l
疋
も
法
制
さ
れ
な
い

ア
｝
ふ
小
、

」
少
」
～
L
h
J
。

る
し
こ
の
新
都
町
釈
が
公
表
さ
れ
た
凶
後
か
ら

労
働
喜
派
遣
事
煮
は
急
速
に
増
加
す
る
ー

4
コ
民
の
こ
l
y

」1
／」い、三ト爪ぷノハ

さ
ら
に
九
九
九
』
一
っ
け
に
は
、
労
働
書
派
法
事
業
」
は
、
事
業
内
容
の
っ
と
し
C
こ
れ
を
分
一
記
ず
れ
ば
、
よ
主
と
し
て
付
加
山
ノ

」
と
が
可
～
恥
い

そ
の
な
記
ば
ム
百
件
1
3
u
立
の
ほ
に
、
定
款
い
「
労
働
者
派

ま

「7

守i

い
は
、
ム
が
い
決
の
ル
バ
王
に
よ
り

法
」
と
記
弐
ト
ゆ
る
だ
け
で
足
り
る
も
の
と
な
旬
、
会
社
設
立
に
閲
す
る
専
門
機
関

ノ

」
の
一
三
ノ
H
L
て
行
方

の
労
働
者
一
派
直
は
、
名
主
こ
ー
な
一
に
「
放
任
／
一
い
え
る
状
況
を
迎
え
に
の
で
あ
る
〉

隠

最
近
の
動
庇

c
c
n
f八
月
、
前
卦
し
た
で
「
ピ
、
一
七
一
以
足
労
Lfh弘
口
会
は
、

川
本
の
ほ
か
、

h
H
E
お
よ
び
ド
イ
ソ
を
A

，u
b
仁
工
法
引
の
労
偶
者

派
遣
法
人
乞
参
出
し
た
労
働
者
派
遣
法
案
を
公
i
k
〈
そ

行
及
川
崎
、
刀
委
員
会
は
、
学
識
経
数
者
と
民
係
業
界
の
関
係
者
か
ら
芯
る

I立
品
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余
議
そ
七
、
、
ム
ノ
7
J

、
協
議
長
、
公
聴
会
を
淡
』
T

止
と
な
く
開
催
し
、

v拘
釣
与
す
派
J
4
仏
久
世
に
つ
い
て
の
検
討
が
進
め
つ
れ
る
こ
と
に
な
る
、

」

台、

予
」
刀
よ
え
に
既
片
山
川
沿
働
者
派
市
店
法
楽
が
ま
日
小
り
ヨ
り
い
れ
る
】
人
科
和
子
。
に
か
か
わ
ら
F

行
政
院
労
T
L
入
t
n
H会
は
い
主
だ
』

ド
人
に
は
」
れ
や
一
ぷ
認
す
る
に
主
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
ム
ハ
湾
政
治
は
、

、
ガ
俄
有
派
遣
に
つ
い
て
新
亡
な
法
律
を
制
定
す
る
の
か
、

の
労
働
ド
ん
準
J
じ
い
定
め
る
条
文
ん
で
改
rー
す
る
に
と
ど
め
る
け
か
と
い
ペ
ノ
た
摂
4
的
な
問
題
に
つ
い
て
さ
え
、
て
の
姿
勢
を
川
線
に
は
L

亡
い
注
い
の
が
現
状
ζ
日
二
に
い
る
n

そん
針す

台
湾
に
お
け
る
労
働
行
場
の
収
泌

メ八

口口

百trJJitC)坑制緩和lこ～引＂＇ 15"怖省内遣法制。〉諜甚｛

ム
沿
に
犯
行
る
労
働
苔
派
け
だ

r
つ
い
こ
検
討
す
る
前

r
、
以
上
で
は
主
ず
、
／
山
政
院
労
i
委
員
会
の
労
働
統
計
一
労
働
刀
調

九
万
を
仇
と
に
労
働
h
場
む
一
抗
況
b
y
U
同
相
似
し
て
お
き
た
い

コ
ワ

h
4現
存

ムロ
ι円

い
は
約
二
一
七
一
々
人
、
っ
か
り
劣
働
力
人
口
は
一
ひ
一
七
万
人
亡
、
労
働
力
不
は
苛
じ
入
%
と

ム
ぼ
っ
て
い
ゐ
u

女
性
心
場
合
、
労
働
力
率
が
般
b
高
い
ム
齢
層
は
↓

u
i二
九
歳
で
あ
一
令
υ

従
来
、
ム
川
湾
心
女
性
は
結
婚
ぬ
出
重
、
守

は叫斗
J

を
缶
、
っ
か
に
労
偽
6
M
M
引
か
ら
退
出
す
る
ヌ
げ
か
多
く
、
い
か
も
件
就
職
の
制
叫
ん
け
が
ず
れ
か
っ
と
し
こ
ろ

ν
た
ボ
情
し
？
っ
、

LA
什
心
労
協
一

ー
ん
お
の
一
同
l
十
一
図
る
た
め
、

一
り
ハ
〆
年
以
降
、
政
的
は
古
け
ん
設
備
を
充
一
夫
九
女
性
の
再
就
秋
を
促
近
十
プ
リ
方
比
一
7
1講
じ
て
い
る
、

他
方

ー
日
司
現
在

男
性
が
凶

一
話
、
企
性
が
－
・
八

I＇ヰ

m
J
J
1
う
と
zhJh
、

t
J
、リ
JF
一

9

C

V

】

ヰ

い

ノ

f
M
J
u
d
l
f

八
%
こ
な
コ
で
い
る
。

山
刀
鍛
ハ
リ
人
い
の
う
ち
、
就
業
者
は
九
九
同

H

f
人
。
産
業
切
の
内
訳
は
、
渋
造
業
が

白
－

m
%
、
河
売
・
小
川
、
炊
食
、

ず
ル
業
が
二
：

e

六
九
%
、
対
抗
政
e

H
引
会
‘
前
人
ヰ
リ
i
y
一人皆川が二

・
4
ι
%
ζ
J
ぼ
っ
て
い
る
ハ
こ
の
よ
う
に
、
ム

ι同
は
、
製
Y
巴

世
束
中
ー
も
の
信
一
栄
か
ら
サ
l
ピ
λ
業
中
心
の
そ
れ
へ
と
日
刊
行
ヲ
る
九
川
ゆ
か
で
、
経
，
日
発
川
氏
hγ

一
と
げ
て
き
に
と
い

fl, 
イ丁
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r児

ま
止
、
υ
は
り
た
ー
の
械
成
は
、
一
層
町
長
↓
が
七
一
一
－
七
八
話
、

日
他
民
奇
心
山
一
巧
勤
続
4
い作品は

一
ん
，
村
%
、
事
位
以
従
（
よ
問
主
が
一
ハ
・
七
区
と
な
っ
て
い

J、
l附

－」
ノ、 る

」
近
年
、
仕
立
正
規
校
μlv
大
き
く
仕
る
に
伴
い
、
庶
民
有
の
I
円
め
る
剖
へ
じ
が
徐
々
に
月
日
1

〕てき♂九／一。

ιμ 
n 
" 

午
ヘ
二

O
C凶
司
）

n

就
業
お
に
｝
刊
の
る
パ
、
ト
タ
イ
ム
労
働
討
の
宮
台
は
M
・
一
%
、
派
遣
労
慨
討
の
そ
れ
は

な
J

て
い
る
。

就
業
者
心
構
成
を
午
齢
別
に
み
る
エ

－I
J

一
川
一
段
習
が
つ
垢
に

zwhυ
↓
「
」

ι
、
二
回
汲
層
ウ
九
・
同
九
充
、

一
一
九
｝
山
川
出
兵
層
が
J
4
八
・
江
一
%
、
凶
五
）
ハ
同
友

二
%
、
六
有
成
以
の
菅
が

心
八
%
を
そ
れ
ぞ
、
れ
占
め
る
も
の
と
ぷ
／

J

て
い
る
。

円
山
低
立
会
は

子
肌
た
包
レ
り
は
、
ト
向
丹
J

阿
佐
化
正
進
展
J
在
学
年
数
の
延
民
に
よ
る
も
の
と
4
7
7
え
ら
れ
る
ι

一
叫
問
み
た
り

了
パ
一
一
一
宅
内
ル
〔
ず
忠
世
才
徒
主
者
心
月
平
均
名
門
賞
金
は
一
一
h

い2
？
七
七
、
凡
で
み
h
、
製
浩
一
茶

V

告
の
そ
れ
は
一
二
九
七
人

外
労
働
時
問
は

六
η
・
六
時
間

台
湾
に
は
、

一
ド
ル
で
み
る
つ
ま
す
た
、
非
農
業
者
の
午
間
総
夫
、
m
H
働
時
間
は

一
一
人

F
a
〈
－
時
間
で
あ
り
う
品
川
所
定

村
山
一
聞
と
な
つ
え
お
り
、

U
K
I
川斗古来年十七心

4
間
経
実
労
働
時
一
間
お
J
び
所
定
外
、

γ開
時
間
ば
、
そ
れ
ぞ
れ

時
間
J
な
っ
て
い

制
弟
子
川
町
刈

立
巧
に
お
け
る
労
働
名
派
遣
の
波
紋

労
使
者
以
泣
に
問
ず
る
川
町
縫
1
J
疋
需
が
存
相
し
な
い
。
そ
の
た
め
、

労
使
む
旬
以
遣
の
実
態

72」
れ
ま
で
は
／
？
ソ
ケ

J
M
Y

ク
ス
の
な
か
に
あ
一
っ
た
乙
い
、
t
る

Z
1
vた
反
省
に
立
っ
て
、
行
政
院
労
T
L全
日
公
は
、
労
悦
右
派
泣
事
業
の
u
良
心
己
状
況
を
犯

ヘ
材
供
給
来
、

川
崎
川
す
る
た
め

二
心
C
h
A
1
八
月

け
か
ら

ι月一
fu日
に
カ
け
て
、
占
め
る
読
査
を
実
泌
す
る
ハ

人
材
派
川
市
栄
、

業
、
住
築
物

η
治
緑
茶
、
特
述
刷
問
来
、
そ
の
旭
日
一
引
開
業
、

ソ
ワ
ト
山
2
4
ア
却
益
業
、
デ
ー
タ
処
珂
菜
川
う
に
従
事
す
る
ム
い
Y
H九
4
0

。
社
を
汁
象
う
L

す
る
前
官
が
そ
れ
で
丸
る
。
前
査
で
は
、
一
T
J

ず
労
働
者
派
遣
申
立
ペ
を
行
っ
て
し
る
P
Rー
か
ん
と
弓
ー
ね
、
労
働
者
派
遣
事
楽

"j !,i）、学！o7 ：よ；12J 1;2 [2iil'7" s' 
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ユ
ザ
」
行
っ
て
い
る
と
凶
答
し
た
ム
が
い
（
川
口
一
一
い
社
）
に
討
、
い
て
さ
つ
に
7
ン
h
t
i
卜
が
実
地
支
一
れ
主
人

vmの
関
一
一
結
来
と
併
止
て
、
リ
て

の
結
果
心
工
芸
約
L
て
一
小
？
と
、
大
要
以
下
の
よ
う
に
な
る
ο

派
遣
一
冗
事
業
所
に
関
宇
る
事
頃

事
業
運
営
状
、
泌

派
遺
一
心
手
業
γフ
ー
の
設
立
時
期
古
み
る
と
、

一
一
コ
ワ
一
甘
か
ら
り
半
年
に
か
げ

ど
事
業
戸
千
九
が
t

宍
υ

ι

%

一
九
九
午

か
ら
二
コ

c
c一
年
に
か
げ
て
投
了
？
れ
た
雫
業
巧
が
一
八
九
%
、

九
h
u
一
年
以
別
に
設
ピ
戸
れ
た
事
業
所
が
ひ
一
括
と
芯
つ

百trJJitC)坑制緩和lこ～引＂＇ 15"怖省内遣法制。〉諜甚｛

て
い
る
こ
m
v
f
と
か
ら
も
、
労
働
者
派
浸
事
業
は
比
較
的
新
し
い
詮
業
と
い
ス
る
υ

ま
た
、
政
府
部
門
ま
た
は
回
引
企
業
に
K4
し
て

労
働
者
派
出
国
ハ
ピ
行
コ
て
い
る
と
肝
答
L
z
f
派
遣
ぷ
は
匹
f
プ
七
話
、
海
外
（
山
中
間
を
へ
日
む
）
亡
労
働
者
派
遣
を
行
7
一
て
い
る
2
答
え
た

派山一（ん
J
Q
二
白
北
%
あ
コ
に
一

，、
L 

数
台
訓
練

派
遣
労
働
去
に
対
し
て
、
教
J

日
訓
練
を
提
供
、
〆
て
い
る
と
同
谷
L
Z人
派
遣
む
は
八

0
・
九
%
あ
っ
た
い
設
台
訓
悦
の
一
後
錦
、
Y
1
げて吾川

i
%
）
で
あ
り
、
次
い
で
多
か
つ
わ
り
が
職
業
安
全
刈
練
ヘ
V
一六・

も
多
か
っ
z
y
J

の
は
守
門
技
術
訓
料
ヘ

E
dめ
ゐ
し
ご

れ
に
人
制
関
係
・
「
て
、
、
ュ
ニ
ん
了
シ
ー
J

般
事
古
川
へ
お
ぺ
園
ぶ
主
、

パ
リ
一
J

シ
課
程
・
持
作
｛
九
・

（一

h
E
O
白
%
二

一
%
つ
売

買
・
顕
存
へ
の
サ
、
ピ
ァ
、
訓
糾
（
八
e

ハU

九
六

寸
寸
印
式
力
（
凶
・
二

ア
こ
い
山
ん
よ
之
V
O

二
人

e
C
除
問

ま
小
人
、
教
青
訓
練
一
り
干
hJ日
間
は

般
事
務
h
M

寺
内
法
桁
川
端
仰
が

凶
時
間

パ
ソ
コ
ン
訓
同
校

＼
し
一
同
問
で
あ
っ
ー
一
円

（阪人比羊 C7 '.l l斗； ]J:j '21)07. '・ 



3 

産
前
産
後
休
業
、
宥
給
休
根
、
解
雇
手
当

r児

夜
九
十
一
什
ギ
後
休
業
に
つ
い
に
は
「
あ
り
が
h
ヘ｛

a

ハ
%
、
「
な
1

v

」
が
阿
九
・
凹
%
と
な
っ
て
お
れ
、
一
以
幻
休
業
期
刈
は
ア
九
一

a

L
〕

J、
l附

i
f
〉

〉

二

、

仁
L

ィ、4
J
J

ナ

士～
t
t
r尚
一
休
明
に
つ
い
て
は
ー
あ
り

九
%
乙
な
勺
て
お
り
、
目
別
荘

T
当
に

が
ム
計
八
‘

%、

1

仕
し

一μ
阿
一

つ
い
て
は
一
あ
り
i

が
一
一
へ
・

九
υ
m
T）

M
r

ハ

% 

九
%
。
〈
な
3
γ

い
る

U

4 

派
遣
先
ま
た
は
派
遣
労
働
者
と
の
関
係

派
遣
先
Jrι
労
働
者
一
伝
法
契
約
の
締
結
に
パ
い
て
は
一
応
打

が

八

七

珂

%

伝

し

が

六
%
〈
ま
た
、
派
遣
労
働
者

と
の
4
u
日
に
よ

p

」
「
ノ
、
い
ず
l
」
k
r
h

t
J
L
一

b

あ
り
一
が
六
団
六
%

注
し
一
が
一
ー
ヶ

mUAと
な
っ
て
レ
る
。
は
お
、
派
遣
、
ガ
働
将
と

一民主

U
1
3
日
均
一
久
二
つ
ジ

30

1

7

p

l
（

1
i
l
v
j
i
 

ヘ

レ
l
一一中ん川

%
と
ほ
っ
て
い
る

f
i
H
：、

〆
け
川
パ
品
川
5
7
h
N

！ノ

「0 

今
後
の
課
題

人
寸
代
問
、
労
働
者
派
遣
心
宗
務
を
1

拡
大
す
る
」
と
凶
答
し
に
企
業
ば
凶
ん
・
九
%
、
「
現
状
維
持

2
し
正
八
二
y
J
H
周
二
・
問
%
、

「日私小
LT
ゐ
と
い
に
企
業
は

一
一
町
川
ょ
の
つ
に

引
働
者
派
遣
に
闘
す
る
政
府
へ
の
民
間
一
と
し
て
最
も
多
か
っ
た
の
は
「
労
偽

r派
遣
相
設
窓
円
の
設
問
「
h
阿
・

U
M
A

）
で
あ
わ
、

「
久
性
、
高
齢
者
、
陣
中
川
女
の
就
業
従
迭
を
阿
る
と
め
の
校
合
の
れ
ん
除

（
凶
同
・
九
%
一
、
「
vカ
働
者
派
泣
い
閑
「
る
法
律
の
一
殺
利

（

M
m刊
・
ハ
U
W
A

）、

「労相
μ
」
可
一
川
浩
法
の
判
刷

P

心」

～
一
八
・
凶
持
）
が
戸
一
れ
に
続
く

（以
l
、
概
数
司
法
r

コ

労
働
者
派
遣
法
の
制
定
が
明
ま
3

J

い
と
考
え
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

八
%
、
主
ま
ー
く
な
い
が
凶

「
主
主

L
い

f
v
i

｝＼ 

%
と
、
員
五
が
一
は
ほ
語
抗
し
て
い
る
。

ま

労
働
者
一
派
遣
法
の
内
科
に
つ
い
て
は
、
ー
派
遣
先
心
中
－
帝
京
征
中
一
明
確
一
G
J

る
f

と
」
が
四

二
、
れ
に
絞
い
て
派
遣
先
か
議
「
べ
き
れ
出
ー
を
一

0
・
ハ
話
、

川
万
叫
刑
者
派
近
事
業
を
行
h

コ
条

uw九
？
ご
打
取
J
b
u
匁
γ
p
f＼

行
一
が

八
・
団
%
、

可わ，

' 

河
川
六
%
、
ー
労
働
者
派
泣
の
業
務
裁
国
を
町
依
「
ス
w
f
と

一
派
遣
一
討
が
詩
ず
ペ
台
措
置
一
が

"j !,i）、学！o7 ：よ；14J 1;4 [2iil'7. s' 



川
川
区
と
な
っ
て
い
る

五
、
惚
円
以
凶
け
一
、
）

派
遣
先
に
開
院
す
る
事
項

派
連
労
働
者
を
使
用
す
る
、
一
た
る
理
由

派
遣
光
ト
J

派
遣
一
万
般
有
を
伎
川
刑
す
る
下
た
る
津
山
乙

L
亡
は
、

か
挙
け
ら
れ
る
に

労
働
者
派
混
ニ
ザ
へ
は
対
す
J

る
柔
軟
性
」
〉
二
人
件
受
コ
ス
！
の

j主
2 

利
厚
状
、
必

百trJJitC)坑制緩和lこ～引＂＇ 15"怖省内遣法制。〉諜甚｛

点
三
労
働
者
が
ど
の
E
2
7
1
d
v川
業
分
断
、
に
派
泣
き
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
み
る
と
、
派
遣
先
の
川
出
符
と

L
て
最
も
多
か
っ
た
心
は
そ

心ハ

”
八
円
九
、
伝
統
的
な
切
れ
店
業
ご
九
”
ハ
〉
旬
、
、
へ
し

ー、－
h
i
u

ノ

lノ

で
た
り
、
こ
ん
小
〕
に
一
色
刊
八
戸
訂
以
wrl

の
他
む
サ
ー
ビ
ス
来

－－、

M
・
保
険
γ
品川（

斗

一

百

六

運

輸

今

年

通

信

業

工

千

日

非
伝
統
的
な
製
造
業
（
九
・
同
%

札
制
。
%

一八

L

ハ
%
、
、
専
門
科
学
校
術
す
i
ド
ス
ム
古
川
（
八

医
療
保
叫
ン
社
会
話
仕
キ
ノ
ー
ビ
ス
業

一
%
、
が
絞
く
形
と
た
う
、
い
る
つ

3 

派
連
労
働
事
に
対
ず
る
評
価

派
遣
労
働
ァ
ー
の
M
U
h
m
r
M
U
い
が
長
も
多
く
、
次
い
で

派
直
労
働
去
に
一
対
す
る
汚
制
と
ヲ
J
V
L
は

派
泣
冗
に
ふ
る

派
遣
汚
偽
ス

ー
派
遣
労
問
者
の
ス
キ
ル
に
や
は
フ
つ
き
が
あ
る

カ
々
す
く
な
っ
て
い
る

J

派
遣
労
肢
が
一
の
労
働
h
い
で
「
）
て
の
質
に

に
わ
よ
Gar

－
h
M
M
な
い
、

は
疑
問
が
あ
る
、

と
い
う
』

γ
乙
で
あ
ろ
う

（阪人比羊 C7 '.l 1日＇ Ile'21)07. c_ 



r児

派
遣
労
働
者
に
関
す
る
事
項

派
法
労
働
者
が

Jt宇
L
に
い
る
業
r
つ
の
～
ハ
ゆ
か
で
は
敢
4J多
か

J

九
一
の
は
合
情

｛
一
辺
九
%
）

で
J
W

必
わ
り
、
い
」
、
れ

γμ
叩

d
h
h
J

五
男

性
'fj ~ 

ノ、

（コ
Oノノつ
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派
遣
労
働
者
数

J、
l附

、｛

o
h
4
ハ
月
羽
在
、
以
淀

ry鳴
者
数
は
一

二
刀
九
九

ら
ぺ
人
／
一
な
っ
一
ー
、
い
る
」

ま

円
h
H
9
U

八
別
心
構
成
さ
は
、

kmが
河
口
訴
を
よ
門
め
て
い
る
口

2 

就
業
状
泌
（
業
務
・
一
一
用
形
態
）

人
%
）

般
平
務
「
九
・
ヒ
拓
）
、
去
の
也
の
研
究
舵
街
、
企
断
、
迂
訳

一
見
」
が
続
く
形
と
な
三
よ
q

る
〈
ま
た
、
業
務
の

内
容
に
は
、
刃
女
聞
で
丈
夫
九
民
主
芹
胃
ハ
が
ふ
ら
れ
る
〔
に
と
え
ば
、
警
備
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・

匂乙
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イ
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潰
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仁
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台
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婦
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↓
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司
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＼
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双

h
で
化
財
担
が
z
ハ・

1
wカ
ど
な
ゥ
て

、4、
一，,, 
~ 

6 

労
働
災
害

山
万
働
災
者
に
つ
い
て
は
、
派
淀
川
の
貢
旬
、
ζ

「
る
も
の
が
一
八
六
・
時
一
括
と
最
も
多
ノ
＼
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潰
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＼
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械
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＼
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／
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収
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叶
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叫
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／
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収
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反
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叫
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概
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古
川
以
十
三
お
店
、
「

よ
び

（阪人比羊 C7 '.l l汗； 117 '21)07. '・ 



r児

ト
f

y
に
お
け
fJυ
〈
立
！
の
芳
的
yH派
追
一
ザ
山
一
止
γ

ふ
ノ
〈
ザ
会
議
論
に
つ
い
一
ニ
ペ
！
十
九
情
範
雄
派
這
去
の
引
力
化
こ
川
y
h
w
V
的
yu
のバ作一

ト
〆
〉
心
点
也
法
を
中
日
ζ

～
辻
、
悼
よ
化
打
、
九
九
I
J
J二
一
一
白
n
以
上
、
は
「
労
託
L什
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／
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仏
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古
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；
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♂
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叶
一
ノ
匂
乙
乙
む
に
、
労
働
主
派
追
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叫
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什
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↓
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＼
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叶
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菜
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友
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－
れ
士
一
七
七
が
、
て
わ
u
u

’

〆
ト
J
h
、
初
め
て
リ
%
働

J
4
4

石
川
崎
（
？
？
ん
ソ
勺
ト
／
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↑」こ
ζ

に
あ

川
三
K

R

H

4

ヘ
竹
丈
昨
小
書
典
明
。
同
情
木
俊
vm

ヘ
代
尚
宏
（
山
岳
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司
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を
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；
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叱
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れ
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よ
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れ
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問
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